
 

 

 
 

 

 

長寿祝金 2名 100,000

入院給付金 4名 384,000

死亡弔慰金 1名 200,000

全
商
連
が
国
税
庁
に
要
請
行
動 

全
商
連
が
2
月
26
日
に
国
税
庁
に
対
し
て
自
民
党
派
閥
の
裏
金

問
題
を
め
ぐ
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
還
流
を
受
け
て
い
た
自
民
党
議
員

85
名
に
対
し
て
税
務
調
査
を
行
う
よ
う
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
要

請
に
あ
た
っ
て
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
朝
日
新
聞
「
『
放
置
な
ら
納

税
意
欲
に
悪
影
響
』 

国
税
庁
に
裏
金
の
自
民
議
員
調
査
の
要
請
」
、

毎
日
新
聞
「
自
民
現
職
ら
85
人
の
『
追
徴
税
額
』
試
算 

5
年
間

で
1.3
億
円
」
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
で
は
「
裏
金
野
放
し 

納
税
意
欲
失

う
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
は
企
業
献
金
の
抜
け
穴
と
さ
れ
て
お
り
、

今
す
ぐ
禁
止
す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
も
今
回
の
還
流
に
よ
る
裏
金

問
題
が
発
覚
し
た
こ
と
に
よ
り
、
行
わ
れ
た
政
治
資
金
収
支
報
告
書

の
修
正
で
は
、
書
店
丸
ご
と
購
入
し
た
規
模
の
書
籍
代
の
計
上
や
使

途
不
明
の
文
字
が
並
ぶ
な
ど
異
常
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
中

小
業
者
が
税
務
調
査
で
こ
の
よ
う
な
収
支
を
提
示
す
れ
ば
、
厳
し
い

指
摘
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
政
治
資
金
収
支
報
告
書
な
ら
許
さ
れ
て

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
国
税
庁

は
対
象
と
な
る
議
員
に
税
務
調
査
を
実
施
す
る
べ
き
で
す
。 

 

吹
田
共
済
だ
よ
り
（２
０
２
４
年
2
月
） 

 

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
給
付
状
況
は
表
の
通
り

総
額
で
68
万
円
を
越
え
ま
し
た
。
今
回
の
特
徴
は
、

死
亡
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
た
の
は
江
坂
の
会
員
の

従
業
員
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
会
員
が
従
業
員

の
福
利
厚
生
と
し
て
共
済
に
加
入
し
て
い
た
た
め

入
院
給
付
金
も
受
け
取
ら
れ
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。 

 

民
商
共
済
は
、
会
員
本
人
と
15
歳
以
上
の
同
居

家
族
、
従
業
員
が
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
、
共
済
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
加

入
し
ま
し
ょ
う
。 

 

共
済
会
で
は
給
付
金
以
外
で
も
健
康
診
断
に
対
す
る
補
助
も
行
っ

て
い
ま
す
。
い
ま
一
点
健
診
と
し
て
「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
」
の
キ
ッ
ト

を
安
価
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
キ
ッ
ト
は
事
務
所
へ
取
り
に
来
て

い
た
だ
く
か
、
役
員
・
事
務
局
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
婦

人
科
検
診
と
し
て
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
検
診
へ
の
補
助
も
行
っ
て
い

ま
す
。
病
気
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
進
ん
で
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

伝
言
板 

自
営
業
者
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
な
ん
で
も
相
談
会 

3
月
4
日
（
月
）
14
時
00
分 

民
商
会
館 

3
月
5
日
（
火
）
18
時
00
分 

民
商
会
館 

お
知
り
合
い
で
初
め
て
の
イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
る
申
告
な
ど
で
悩
ん
で

い
る
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
） 

3
月
14
日
（
木
）
13
時
00
分 

民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
に
よ
る
出
張
相
談
会
で
す
。 

吹
田
市
よ
り
「
全
国
一
高
い
大
阪
府
統
一
国
保
料
へ
の
統
一
は
中

止
し
、
国
保
料
の
大
幅
引
き
下
げ
と
独
自
減
免
の
存
続
を
求
め
る
要

請
書
」
に
つ
い
て
2
月
19
日
に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
6
項
目
の

う
ち
、
前
半
3
項
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

⑴ 

直
ち
に
「
大
阪
府
内
統
一
化
」
を
中
止
す
る
よ
う
大
阪
府
に
求
め
る

こ
と
。
万
一
、
府
と
共
に
「
府
内
統
一
化
」
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
意
義
を
府
民
に
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。
大
阪
府
の
国
保
被
保
険
者
の

一
人
当
た
り
医
療
費
は
全
国
30
位
（
Ｒ
３
年
度
）
で
あ
る
の
に
、
大
阪
府

の
統
一
国
保
料
が
全
国
一
高
く
な
っ
て
い
る
原
因
を
検
証
し
、
貴
自
治
体

と
し
て
市
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
。 

（
担
当
：
国
民
健
康
保
険
課
） 

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
に
高
齢
者
や
低
所
得
者
が
多
く
、
財
政
基
盤

が
脆
弱
で
あ
る
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
人
口
減
少
・
超

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
市
町
村
単
独
で
長
期
に
安
定
し
た
運
営
を
行
う

こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
と
市
町
村

が
共
同
保
険
者
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

り
ま
し
た
。 

都
道
府
県
は
事
業
運
営
方
針
を
定
め
、
市
町
村
は
運
営
方
針
を
踏
ま
え
た

事
務
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
阪
府
の
統
一
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
阪
府
・
市
町
村
国
民
健
康

保
険
広
域
化
調
整
会
議
等
で
検
証
し
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
本
市
市
民
に
対
し
て
の
制
度
の
周
知
啓
発
に
つ

い
て
は
丁
寧
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

⑵ 

「
大
阪
府
国
保
運
営
方
針
」
は
地
方
自
治
法
上
の
技
術
的
助
言
で
あ

り
（
地
方
自
治
法
第
245
条
の
４
第
１
項
）
、
法
定
外
任
意
繰
り
入
れ
は
こ

れ
ま
で
通
り
貴
自
治
体
の
裁
量
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
基
金
・
剰
余
金
、

法
定
外
繰
り
入
れ
な
ど
を
活
用
し
、
国
保
料
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き

下
げ
る
こ
と
。
未
就
学
児
の
均
等
割
軽
減
を
独
自
で
拡
充
し
、
18
歳
ま
で

対
象
と
す
る
こ
と
。
独
自
の
保
険
料
・
一
部
負
担
金
の
減
免
制
度
を
継
続

す
る
こ
と
。 

（
担
当
：
国
民
健
康
保
険
課
） 

今
後
も
、
大
阪
府
及
び
府
内
の
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
に
か
か
る
均
等
割
保
険
料
の
軽
減
対
象
年
齢
の
拡
大
等
を

国
、
府
に
対
し
て
要
望
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
保
険
料
・
一
部
負
担
金
に
お
け
る
市
独
自
減
免
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
大
阪
府
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に
基
づ
き
、
継
続
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

 

⑶ 

コ
ロ
ナ
禍
で
国
保
の
傷
病
手
当
金
創
設
の
必
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。

協
会
け
ん
ぽ
な
ど
と
同
様
に
国
保
に
も
傷
病
・
出
産
手
当
を
創
設
し
、
全

て
の
被
保
険
者
を
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
。 

（
担
当
：
国
民
健
康
保
険
課
） 

国
保
の
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
国
に
よ
る
全
額
財
政
支
援
に
よ
り
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す

る
法
律
上
、
５
類
相
当
に
位
置
づ
け
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
よ

り
、
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
も
役
割
を
終
え
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
新
た
な
傷
病
手
当
金
や
出
産
手
当
金
の

創
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
保
険
給
付
費
と
な
り
保
険
料
財
源
か
ら

の
支
出
と
な
る
た
め
、
保
険
料
の
増
額
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
検
討
し
て

お
り
ま
せ
ん
。 


